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ヘッドライン　 正しく理解しておきたい 
化学のしくみ Part 2

　中学校や高等学校の教科書等に記載されている反応や現象は単純化して説明されたものが
多く，生徒にとってわかりやすい反面，誤った理解につながる場合がある。また，結果だけ
が示され，説明がなされていないものも散見される。「わかりやすい」ことと「（科学的に）
正しく理解する」ことは異なる。本ヘッドラインでは，教科書等で扱われているが，そこか
ら一歩踏み込んで，読者である中学校および高等学校の教員が正しく理解しておきたい化学
のしくみを具体的に挙げ，解説する。なお，前回の Part 1 は 65 巻（2017 年）12 号で扱っ
た。
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次号ヘッドライン  日本の伝統工芸と化学

　岡山県立岡山一宮高等学校は，「自主自立」と「文武不岐」を校風として掲げ，学業と部活動
の両立を目指す普通科・理数科の 2学科を持つ学校です。創立以来，地域の教育と文化の中心
的な役割を果たしています。本校は，平成 14 年にスーパーサイエンスハイスクール（SSH）に
指定されて以来，先進的な理数教育を展開しています。現在も SSHの指定校として課題研究を
中心に，高度な科学的探究心を育み，「科学知」を統合し行動するリーダーを育成しています。
また，平成 22 年にはユネスコスクールにも認定され，国際交流や地域貢献などに取り組んでい
ます。本校は「探究の一宮」として多様なプログラムを通じ，主体的な学びを推進しています。

表紙の言葉　岡山県立岡山一宮高等学校
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